
 令和５年度 萩中小授業改善推進プラン「全体計画」 

 

                       
 
 

 

 

 

 

 

  

                 

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本校の授業改善に向けた視点 

授業体制・形態の工夫 校内研修の充実 学力調査の活用 
目的意識のある 

学習活動 
保護者との連携 

○教員の専門性を生かした

授業展開の工夫 

 ・交換授業など、教科や

単元による指導体制の

充実 

○授業方法の工夫・改善 

・少人数習熟度別学習や

補習などによる個別指

導の充実 

○授業内容の工夫・改善 

・教えることと考えさせ

ることの明確化 

○教員の経験年数

等に左右されな

い授業力向上を

図る組織的な研

修 

・研究授業・協

議を行い、指

導案検討の充

実        

・基礎・実技・

共有研修を通

し、教員とし

て必要な力の

体得 

 

○学力調査結果に

より、児童の課

題を明確にし、

分析に基づいた

重点的な指導 

 ・授業の導入・

展開・終末の

工夫 

・東京ベーシッ 

 ク、ドリル診 

断テストの活 

用 

○将来に対する夢や

希望をもたせ、意

欲をもって学習に

取り組む姿勢の重

視 

○４５分間の授業で

は毎時間、学習目

標を明確にし、振

り返りを行う学習

活動 

○保護者と連携し、学

習習慣の日常化 

○自学自習につなが

る家庭学習の充実 

・「学年×10＋10」

の学習時間 

○反復学習の徹底 

○校外学習などでの

安全面に配慮した

引率 

 

<道徳教育の指導の重点> 

・教育活動全体を通して、内面に根ざし

た道徳性の育成 

・仲間を大切にする諸活動の実施 

・保護者や地域に感謝できる心の育成 

  

○教育基本法・学校教育法 
○小学校学習指導要領 
○東京都教育委員会教育目標 
○大田区教育委員会教育目標 

 
みつめる子 
かんじる子 
つたえる子 

○学校の教育環境 
○保護者・地域の実態 
○保護者・地域の期待や願い 
○期待される児童像 

<各教科の指導の重点> 

・授業規律の徹底 

・学習意欲をもてる授業展開の工夫 

・基礎的・基本的な学習内容の定着 

・思考力・判断力・表現力の向上 

・言語活動の充実 

 

 

＜重点構想＞ 

全ての児童が確かな学力の定着を図

り、これからの社会生活を生き抜く力

を確実に身に付ける。 

 

＜目指す児童像＞ 

確かな学力を身に付ける児童 

<総合的な学習の時間の指導の重点> 

・探求活動の重視 

・自ら課題を見付け、主体的に問題解決

できる力の育成 

・地域人材の知識や経験、専門性 

・ICT情報活用能力の基礎の育成 

<特別活動の指導の重点> 

・児童が主体的に活動し、充実感や達成

感を実感できる活動の重視 

・異学年・支援級交流により、規範意識

の醸成やよりよい人間関係の育成 

<生活指導の重点> 

・基本的な生活習慣の確立 

・ルールやマナーの体得 

（挨拶、廊下歩行、時間厳守等） 

・安全な校外生活の徹底 

（自転車の乗り方、不審者対応等） 

<進路指導の重点> 

・夢や希望をもち、目的意識のある生き

方の重視 

・小中連携を深め、中１ギャップの解消

の実現 

学校教育目標 


